
「ヴァージニア・リール」探索の記

櫻　井雅　人

1．まぼろしのヴァージニア・リール

　民間に伝承されてきたアメリカのダンス曲の中には名称としては広く知られている

のに実態がよくわからないというものがいくつかあり，そのような例の一つにrヴァ

ージニア・リール」があげられる。以下に見るようにさまざまな文献で言及されてい

るし，英米の大型および中型の英語辞書はもちろんのこと中型の学習用英和辞書にい

たるまでたいていの一般英語辞書に見出しがあることを見てもω，このダンスと曲の

知名度の高さについてはほとんど疑いがないようである。ところが，もう一方のrわ

からなさ」については，あるエッセイ（2）の中で，ヘンリー・フォード楽団（Henry

Ford’s　Old　Time　Dance　Orchestra）のレコードにこの曲が含まれているが，その筆

者は聞いたことがないと言うし，映画『風と共に去りぬ』（1939）の中で踊られている

ように南北戦争当時よく知られていたダンス音楽らしいのに，この曲を吹き込んだレ

コードが他に見当たらない，と報告されている。すでに廃れてしまった曲ならばとも

かくも，現に多くの人たちが踊ってきたダンスであるのに，それに伴う曲のほうはレ

コードでは聞くことができない，というこ．とになる。あとで検討するように，レコー

ドが他にまったく存在しないわけではないが，アメリカ民俗音楽のかなり詳しいディ

スコグラフィ」3）には一つも載っていないし，少なくともCD盤が容易に見つからな

いことは確かであろう。また，この名称の楽譜もほとんどない，あるいは知られてい

ない，と言ってよかろう（％楽譜・レコード・CDの売上げや放送の回数などを基準

にしてrポピュラー音楽」のポピュラリティーを決めることは一般的であろうが（5），

それにしても「有名」であるのにレコードや楽譜がほとんどないというこの落差はい

ったいいかなる理由によるものであろうか。そして，そもそも「ヴァージニア・リー

ル」とはいかなる曲なのであろうか。不十分ながらもいろいろな資料を参照していく

うちに，いくつかの点が明らかになってきたので，ここで整理してまとめてみること
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にした。

　初期のアメリカのダンス曲は研究がほとんど進んでいないことは周知のことで，そ

の主たる理由は「ほとんどが出版されなかったばかりか記譜もされなかった」（6）ため

とされている。民間のダンスに使用された音楽が必ずしも民俗音楽とは限らないが，

確かに，アメリカ民俗音楽の書誌を見ると，歌謡に比ぺて文献はかなり少ない（7）。初

期ダンス曲のみならず，一般に民俗学者たちは音楽を扱う能力に欠けており，民謡の

音楽面や器楽曲を事実上無視してきた，とも言われる⑧。ダンス曲の場合には，音楽

面での専門知識が必要になるばかりではなく，曲の変化や変容が把握しにくく，題名

（題名がない場合もある）と曲およぴダンスと曲との間に一対一の対応が見られない

ことも追跡を困難にしている。同一の名称のダンスであっても曲が異なったり，反対

に同一の曲が異なるダンスに使われることは珍しくない。また異なる曲に同一の名称

が与えられたり，同一の曲に複数の曲名が使われることもある。さらには，ダンスと

ダンス名の関係も常に一定しているとは限らない。つまり，ダンス・ダンス名・曲・

曲名の4老の関係はそれぞれに流動的であって，一口にrヴァージニア・リール」と

言ってもそれぞれのレベルで考える必要があろう。

2．サー・ロジャー・ド・カヴァリー

　いくつかの記述によると，ダンスとしての「ヴァージニア・リール」は，イングラ

ンドの「サー・ロジャー。ド・カヴァリー（SirRogerdeCoverley）」（あるいは「ロ

ジャー・ド・カヴァリー」）なるカントリー・ダンスと同じものとされてお炉9），スコ

ソトランドでは「ヘイメイカーズ（TheHaymakers）」と呼んでいた（10〕。ただし，こ

の場合のカントリー・ダンスとは，プレイフォードのダンス曲集（mに見られるよう

なものであり，もとは田舎のフォーク・ダンスであったものをブルジョワ階級が変容

を加えてr洗練」されたダンスとして導入し，17世紀から19世紀にかけて西ヨーロッ

パの上流階級で流行したものである（L2》。これはフォーク・ダンスが「しだいに発展し

て組合職人の踊り，町人の踊り」となり，rさらに発展して貴族の踊りと宮廷舞踊に変

わっていくが，ここまでくると，フォーク・ダンスの性格も形もまったく変わってい

く」（13〉という流れにのったものであって，すでに田舎の踊りではないからr田舎踊，

田舎舞踊」（助ではないし，地域性もないから「郷土舞踊」（15）でもない。

　サー・ロジャーはロングウェイズの一つ（longwaysforasmanyaswil1）であり，

初めに何組かの男女が向き合って男女別に2列に並び・次にヘッド（上手のことでト
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ップともいう）の男性とフット（下手のことでボトムともいう）の女性が中央に出て

手を取り合って踊る。一連の踊りをしたあとで，最後にそのカップルは手でトンネル

を作り他の全員がその下をくぐり，カップルの男性はフットに残される。当初2番目

にいた男性が今度はヘッドに位置して，同様な動作を繰り返す。このようにして全員

の男女がそれぞれ相手を変えながら踊るのである（16）。1820年に描かれた「サー・・

ジャー・ド・カヴァリー」と題された絵を見ると，上流階級の舞踏会で2人の男女が

右手と右手を取り合っている場面であり，背後には7人ほどの女性が1列になって並

んでいる（17）。2人はカップル・ダンスのように抱き合って踊る姿ではない。なお，同

じくロングウェイズであってもダンスによって違いがある。セシル・シャープの『カ

ントリー・ダンス・ブック』（18）には17種のロングウェイズが収録されているが，ま

ったく同じものはない。2列になるものが多いが，中には「ダーガソン（Dargasonor

Sedany）」のように男女に別れて全体が1列に並ぶものもある。

　サー・・ジャーには固有の曲がある。1685年のプレイフォードの『ディヴィジョ

ン・ヴァイオリン（Dあ競oηyげo伽）』（この年代は0。E　nの初出例になっている）

およぴ1696年以降のrダンシング・マスター』に収録された9／8拍子のもので，ウィ

リアム・チャペルがr昔の民衆音楽』（1859）の中で「いまだに民間に流布しているダ

ンス曲」（19）であると言うところによると，このダンスとともに19世紀の後半までは

知られていた。19世紀のイングランドにおいては，他のダンス（ワルツなどのカップ

ル・ダンス）の流行におされてカントリー・ダンスは下火になったが，中期以降も残

っていたのはサー・・ジャーのみであり（20），1910年代に踊ったとわざわざ報告され

るとこ・ろからすると（21），舞踏会で踊られたのはせいぜい20世紀初頭までと推測され

る。曲のほうは主として楽譜によって伝えられたと思われ，おそらくプレイフォード

版またはそれを編曲したものである（22）。同名の歌謡になったものや派生曲や関連曲

（たとえぱrアーサー・オブラッドリー」）はあるとしても（23），基本的には器楽のダン

ス曲であり（24》，それほど大きく変容をとげることはなかったであろう。ダンスのほう

はヴァージニア・リールとしてアメリカで生き残るのであるが，そこでの曲はrサ

ー・・ジャー」ではなくて，すでに植民地時代におそらくはアメリカの生まれの他の

曲に取って代わられていったものと思われる〔25）。なお，スコットランドではダンスの

ヘイメイカーズの曲として「麦芽業者は月曜日にやって来る（The　Mautman　Comes

on　Monday）」なる題名で知られる（26），という。
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3．ヴァージニア・リールというダンス

　ダンスは植民地時代から盛んにおこなわれており，ダンスを知っていることは社交

のための必須の条件と考えられていた（27）。問題のアメリカにおけるヴァージニア・

リールであるが，ニュー・イングランド版とされているものは，6組から8組のカッ

プルがサー・ロジャーと同様のフォーメーションをとったあとで，ヘッドの女性とフ

ットの男性，およぴヘッドの男性とフットの女性が次々と踊る。最後にヘッドのカッ

プルは他の全員が作るアーチ（向かい合った相手と両手で作るトンネル）の下をくぐ

ってフットに位置する。すべてのカップルがこのように踊って初めのポジションに戻

るまで続けられる（28）。これは，織物の作業を模したもので，浮（shuttle）の動きおよ

ぴ横糸（woof）と縦糸（warp）とが交差して織り上がる様子を示していると言われ

る（291。他の記述でも，人数に差（4組から8組のカップル）はあるが，ほぽ同様のダン

スを指していると考えられる〔30）。映画『風と共に去りぬ』で見られるヴァージニア・

リールは，短いシーンであるので全体像はわからないが，舞踏会の締めくくり（31）では

なくて冒頭に踊られたという点（また，コールがない点）を除いては，だいたいこれ

らの記述に合致すると言えよう。2列に並び，参加者の数も不定である点なども，サ

ー・・ジャーと同じであって，そのヴァリエーションと考えられる。日本にフォー

ク・ダンスとして伝えられているヴァージニア・リールも，これらと部分的には若干

の相違があるものの，基本的には同様なものである（321。

　サー・ロジャーとは違ってヴァージニア・リールは20世紀になっても踊り続けら

れた。民俗学者のウィリアム・ウェルズ・ニューエルが『アメリカの子供たちのゲー

ムと歌』（初版1883年）の中の解説（ただし，楽譜等は付されていない）でrこのダ

ンスは，ここ．であえて記述しようとはしていないが，疑いもなく読者諸氏にはよく知

られているものである」〔33）と言っているところをみると，説明不要な程度には有名で

あったようだ。また「アメリカの古いロングウェイズ・ダンスの中で現在までもっと

も持続してきたものである」（34）とも言われる。その知名度は19世紀後半までには確

立していたのであって，それは近代的な辞書編纂が開始されるようになった時期とも

重なることから，押しなべて辞書の見出し語として採用されていったものであろう・

ただし，名声にもかかわらずダンスそのものが全米であまねく伝承されてきたとは言

えない。スクウェア・ダンスの指導者のロイド・ショーは，「素晴らしい・ングウェ

イズはアメリカのこの地方（西部）では単なる名称であるか，いくつかの学校で復活
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（revival）されたものにすぎない。（中略）ヴァージニア・リーノレは生き残っているで

はないか，と言われるだろう。そうではない。田舎の人々（countryfolk）が踊ってい

るのは見たことがない。学校や社交団体の間で唯一知られた・ングウェイズとして奇

妙にも生き残ってきたのだ。私が奇妙だと言うのは，他の多くのダンスと同じくらい

見事で楽しいものとは思えないからである。また私と一緒にダンスをしている若者達

も踊ることを拒んでいる。彼らは飽き飽きしているのだ。幾度となくデモンストレー

ションで踊ったり教えたりするように求められてきたからである。」（35）と言う。この

ような状況の下では民衆的なダンス曲としてrヴァージニア・リール」が演奏される

ことはそれほど多くはなかったかもしれないし，学校教材用ならばともかくも，一般

向けの「ヴァージニア・リール」のレコードは作ってもそれ，ほど需要があったとも思

えない（また，民俗的なダンス音楽は生演奏が主体であるのでレコードの必要性もそ

れほどは高くはない）。民俗音楽として記録が少ないことはすでに述べたが，またア

メリカのポピュラー音楽史に残る曲名でもなさそうである。少なくとも，有名であっ

ても「ポピュラー音楽」の範疇には入らないとされているようである〔36）。

　しかし，アメリカで・ングウェイズがすたれてしまったわけではない。1930年代に

はリヴァイヴァルの動きが起こって，現在でもとくにニュー・イングランド地方で踊

られている。「ヴァージニア・リール」は含まれていないが，それらのダンス音楽を収

録したCDも出版されている（37）。ただ，それらは観賞用の音楽ではなく，実際の演奏

による実用のダンス音楽を記録したものであり，本来レコード録音を目的としたもの

ではなかったし多くはレコードによって伝えられたものでもなかった，ということで

あろう。なお，・ングウェイズはしぱしばニュー・イングランドと結び付けられてい

る（3B）。ヴァージニア・リールの場合も同様で，他にも多くのコントラを報告している

先述のリンスコットの記述は『古いニュー・イングランドの民謡集』の中でなされた

ものであったし，エマーソンははっきりと「ニュー・イングランドでヴァージニア・

リールとして知られるようになったもの」（39）という言い方をしている。

　ヴァージニア・リールは時たまスクウェア・ダンスとしても紹介されている（⑥。

ただし，アイラ・フォード『アメリカの伝承音楽』に掲載されているrヴァージニア・

リール」もスクウェア・ダンス音楽のカテゴリーに入れてあるが，巻末の注記とコー

ルを見ると，6組のカップルで男女が向き合う，というもので基本的には・ングウェ

イズのパターンをとっている（41》。スクウェア・ダンスはさまざまなダンスの要素を

引き継いで形成されたアメリカ的なダンスであり（42），起源はあきらかではないもの

の，カドリーユ（43），コティヨン（44），ラニング・セット（45）などから大きな影響を受けて
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いるものと思われる。また，広義のスクウェア・ダンスに含めることがあるのは，ロ

ングウェイズを変形して4人を1組としたものとみなすことができるからかもしれな

いし，ダンスがおこなわれるコンテクスト，曲目などが共通していることによるもの

であろう。さらには，アメリカのヴァージニア・リールにはスクウェア・ダンスと同

様に「コーラー（caller）」が加わることがある（46）。ロイド・ショーも『カゥボーイ・

ダンス』の中で，多くのショート・セットでヴァージニア・リールを踊る時には「ダ

ンスにコールを付けることが九分どおり必要になる」（47）と言う。これらのヴァージニ

ア・リールは，フィギュアそのものはサー・ロジャーを引き継ぐものであるが，コン

テクストやパフォーマンスからすると上流階級の「カントリー・ダンス」というより

は，いくつかの辞書で示されたように「フォーク・ダンス」〔48）に近い。ビル・マロー

ンが述べているように，「おそらく少数の人にしか知られていないことであろうが，ヴ

ァージニア・リールとかスクウェア・ダンスのようにカントリー・フォーク。ダンス

と考えられているものは，起源からすると上流階級のダンスであり，ともかくもそこ

から抜け出て田舎の貧しい人々の間に広まって，彼らはそれを自分たちのものとし

た」〔49）のである。

　ダンスという名ではないが，ヴァージニア。リールはプレイ・パーティーあるいは

シンギング・ゲームともなった。これは宗教上の理由などでダンスが禁じられていた

共同社会で「ダンス」ではなくて「ゲーム」ないしは「パーティー」として「踊られ

た」ものである。「多くの親は子供たちがいかなるタイプのダンスにも参加すること

を禁じた。しかし，音楽に合わせたゲームは容認された。コミュニティーによっては，

ヴァージニア・リールは許された。実際はイングランドのカントリー・ダンスであっ

たが，活気があり素朴で昔から続いているものであって，フォーク・ゲームとしての

資格を得ていたのだった。」（50》という理由であったが，「フィギュアはヴァージニア・

リールから由来するものであり，あまりにダンスに似すぎているとして眉をひそめる

向きもあった」（51》ともいう。一見してヴァージニア・リールに似ていることは明らか

で，rリール」と説明されることもあるし（52），r判断力のない（uncritica1）目にとって

は，ヴァージニア・リールと見間違えられることをしている」（53）と受け取られたよう

だ。プレイ・パーティーやシンギング・ゲームに使われた曲については後述する。

　名称はヴァージニア・リールであっても，相当に異なったダンスになったものもあ

る。たとえば，ラフカディオ・ハーンは，1876年のシンシナティで見た黒人たちの踊

りについて，「ソーセージ通りのダンス小屋やバックタウンの“ダンス場”でヴァージ

ニア・リールと呼ばれる古い音楽に合わせて夜ごと踊られるのは，昔の奴隷時代の踊
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り」であって，黒人たちの小屋での踊りは「曲が古いヴァージニア・リールに変わり，

それにつれて踊りにも変化があって，甚だグロテスクな様相を呈するようになっ

た」（54）と報告している。これは明らかに上記のロングウェイズではない。この報告に

ついて，スターンズ夫妻は「音楽がリズミックになるにつれて，踊りはカドリーユか

らヴァージニア・リールに，そして“流行のニグロ曲”に合わせたアフロ・アメリカ

ンのジューバ（Juba）に進行する」（55）と説明している。また，南北戦争の少し前に南

部諸州を旅行したチャールズ・ランマンもrとうもろこしの皮むき会（com・

husking）」と呼ばれる黒人奴隷の収穫祭で踊りを見た。秋の夜に開かれる祝祭で，佳

境に入ったところでフィドルやバンジョーそしてさまざまな手作り楽器でにぎやかに

演奏しながら，活気づいてほとんど半狂乱な状態で跳んだりはねたりして総勢100名

もの人たちがr有名なヴァージニア・リール」を明け方に至るまで踊り続けたのであ

った（561。これらは，フィギュアはヴァージニア・リールと認められるものの，かなリ

アフリカ化されたものであった。しかし，黒人の踊りがすべてこのようなものではな

かった。1853年にアラバマ州モントゴメリーで2人のイングランド女性が見たもの

は，r60名ほどの黒人たちが全員で2丁のヴァイオリンと1丁のバンジョーの演奏す

る音楽に合わせて踊っていた。1人の黒人は椅子の上に立って，ヴァージニア・リー

ルでとるべきフィギュアを大声でコールしていた」（57）というもので，基本的にはヨー

・ッパ系アメリカンのスクウェア・ダンスと同種であろう。なお，黒人の間ではリー

ルという言葉はかなり広義に用いられており，r社交の音楽の総称」としてある種のブ

ルースも含んでいる〔58）という。西インド諸島のトバゴの例であって，これらと直接

の関連はないようであるが，19世紀に駐屯していたスコットランドの連隊から受け継

いだと言われるその名も“Reel”という曲は（59），どこがリール的であるのかわからな

いくらいに変容している。このような状況であるから，ヴァージニア・リールと呼ば

れる踊りが当初の形式からかなり逸脱していても不思議はない。

　ネイティヴ・アメリカンにもヴァージニア・リールがある（60）。これは左右の足が

微妙にずれるという独特のステップではあるものの，・ングウェイズであって，ヨー

ロッパ系のスクウェア・ダンスから取り入れられた他の多くのダンスと同じく，比較

的変容が少ないものと思われる（61）。

4．ヴァージニア・リールに使われた曲

さて，ヴァージニア・リールに使われた曲およぴ「ヴァージニア・リール」と呼ば
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れる曲を順次に検討してみよう。エ・イーズ・ハバード・リンスコットによると，植

民地時代のニュー・イングランドで「サー・ロジャー・ド・カヴァリー」なる曲は使

われなくなり，ダンスのヴァージニア・リールはrアイルランドの洗濯女（The　Irish

Washerwoman）」，r白い帽章（The　White　Cockade）」，rヤンキー・ドゥードゥル

（YankeeDoodle）」の3曲に取って代わられた（621，という。「アイルランドの洗濯女」

は現在でも典型的なダブル・ジグ（63》として有名な曲であり，その楽譜の初出はスコ

ットランドの二一ル・ガウ（Niel　Gow）の曲集（1792）で，旋律そのものは「スコッ

チ・バグパイプ・メロディー（ScotchBagpipeMelody）」と関係があり，それはトマ

ス・レイヴンズクロフトの『パメリア』（1609）に収録の“OfthaveIriddenuponmy

graynag”および『イングリッシュ・ダンシング。マスター』（1651）の“Dargason，

or　Sedany”に棚ることができる〔64）。アイリッシュ系の演奏もあり，そのように記述

されることもあるが（65），特定のナショナリティーとは結ぴ付かないほど広く演奏され

る。r白い帽章」は・バート・バーンズの歌として詩集にも収録されているもので，一

般にはスコソトランドの曲と受け取られており（66），スコットランドのフィドル曲集（67》

にもある。rヤンキー・ドゥードゥル」がヴァージニア・リールのダンス曲として採

用される頻度は不明であるが，曲そのものはVOA放送のテーマ曲に使われているほ

ど「準国歌」的なものであるから，説明は割愛する（68）。

　曲目においても，映画『風と共に去りぬ』のダンス・シーンは，リンスコットの説

明にほぼ一致する。このことからすると，映画の場面はヴァージニア州が舞台である

が，ニュー・イングランドのダンスを参考にして演出・撮影されたという可能性もあ

る（また，曲目からしてもアイリッシュとは言えない）。当初の脚本では台詞やト書に

「ヴァージニア・リール」の名はなく「ディクシー」をリールとして使うことになって

いたが（69》，映画撮影版では，黒人の楽団長がrヴァージニー・リールを始めますの

で，パートナーをお選びください（Choose　yo’partners　fo’de　Verginny　ree1！）」と

言ってから，楽団は「アイルランドの洗濯女」と「白い帽章」をメドレーで演奏す

る（70〕。もちろんここでの「ヴァージニア・リール」とはダンス名であって曲名ではな

い。ただし，使用された曲の名は印刷台本には記載されておらず，その一方では，最

新の決定版と言われるサウンド・トラック盤でも後者の曲名がいまだに「ギャリー・

オーウェン」と誤って記載されている（71）。

　『アメリカ英語大辞典』および「アメリカニズム辞典』によると，もっとも古い「ヴ

ァージニア・リール」の引用例（1817年）は“One　of　the　favourite　Virginia　reels

is，‘Fire　in　the　Mountains，mn，boys，run．’（Paulding，L8蹴〃oηz　So協h　L151）”と
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されているσ2〕。ここでのヴァージニア・リールとは，rヴァージニア・リールという

ダンスに演奏される曲」のことである。この曲は「ファイア・オン・ザ・マウンテン

ズ（Fire　on　the　Mountains）」というシンギング・ゲームとしても英米で知られてお

り（73），歌詞においても「ジム・アロング・ジョージー」（Jim　Along，Josie）（74）とも関

係するところがあり，いずれもヴァージニア・リール（ないしは類似のステップ）で

踊られた。現在のタイトルは“Fire　on　the　Momtain”とするものが多く，これは主

に器楽曲として知られており，ブルーグラス系のレパートリーとなっている（75）。注目

すべきなのは，上記辞書の記録からするとrヴァージニア・リールというダンスに演

奏される曲」という意味でのrヴァージニア・リール」は初めから複数形であった。

以後どのくらいの数の曲が使われたのかは不明であるが，「南北戦争以前に出版され

た19世紀南部のかなりの内容があるフィドル曲集では現存する唯一のもの」（76）とさ

れているジョージ・ノーフ編の『ヴァージニア・リール集（四㎎勉勿R66Js）』（1839）

には35曲が収録されている（771。この中に“Fire　in［on］the　Mountain（s）”は含まれ

ていないが，現在でも演奏される曲としては他に“Killie　Krankie”［男1』名“Money

Musk”］（78），“Speed　the　Plough”，“Forked　Deer”，“Two　Sisiters”［別名“Boys　of

Bluehill”，“Sally　Ann　Johnson”］，“Billy　in　the　Low　Grounds7ン（79》，“Old　Virginia”［別

名“Flowers　ofEdingburgh”］，“MidnightSerenade”［別名“Bu丘aloGals”，“Round

Town　Girls”］（80），それに“Natchez　on　the　Hill”く81）などがある。しかし，ここにも

rヴァージニア・リール」と題した曲はない。以上のような状況から判断すると，非存

在の証明は不可能であるとしても，ダンスのヴァージニア・リールにはもともとrヴ

ァージニア・リール」という固有の曲はなかったのであって，このダンスには他の既

存の曲が流用されたと考えるのは自然なことと思われる。

　以上のような推測をもとにして考えるならぱ，前述のリンスコットによるダンスの

ヴァージニア・リールの説明にrヴァージニア・リール」なる曲名がまったく登場し

なかったことが理解できよう。しかし，それにもかかわらず「ヴァージニア・リール」

と呼ぱれる曲は現存するのであって，前に言及したフォード楽団の曲とかアイラ・フ

ォード『アメリカの伝承音楽』に掲載の曲，および注（3）のレコード・CDに収録の

曲などがその具体例である，という主張がなされるかもしれない。確かに，それらは

すべて明確にrヴァージニア・リール」と呼ばれており，他の名称は付されていない。

そこで，これらの中で聞いたり見たりすることができた3点のSP盤と1点の楽譜を

ここで検討してみよう。まず，興味深いことに，これらは等しくrヴァージニア・リ

ール」と呼ぱれてはいるが，旋律の点ではすべて異なる曲である。これにはいったい
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どのような意味があるのであろうか。

　ヘンリー・フォードのオールド・タイム・ダンス・オーケストラの演奏する「ヴァ

ージニア・リール」は「ヴァージニア。リール～ミス・マクラウド～トム・ブラウン

ズ・ボディー」のメドレーである（82）。メドレー全体のタイトルはダンスを意味し，収

録曲の一つは曲名を意味すると思われるが，普通の語法からするとrヴァージニア・

リール・メドレー」となるところである。さて，このコール付きのrヴァージニア・

リール」であるが，一般にはrラリー・オギャフ（LarryO’Gaff）］として知られてい

る曲であり，もとは19世紀のrステージ・アイリソシュ・ソング」である（83）。日本の

フォーク・ダンスで「ヴァージニア・リール」とされているのもこの曲である（岡。ま

た，その一方では，これは必ずしもヴァージニア・リール専用の曲ではなく，現在の

ニューハンプシャー州でポートランド・ファンシー（PortlandFancy）というダンス

の曲としても使われている（85）。他の曲目であるrミス・マクラウド」については後述

する。「トム・ブラウンズ・ボディー」は“John　Brown量s　Body”（あるいはJulia

Ward　Howe作詞の“The　Battle　Hymn　of　the　Republic”）と同じである。

　アイルランド系のジョン・マクダーモット（フィドル）の演奏する「ヴァージニ

ア・リール・メドレー」（1926）は「ミス。マクラウドのリール～トランプ，　トラン

プ，トランプ～ヴァージニア・リール～ザ・ガール・アイ・レフト・ビハインド・ミ

ー」であり，二こにも「ヴァージニア・リール」なる曲が含まれている（861。結論を先

に言うと，こ・れはrフェアリー・リール（FairyReel）」またはrフェアリー・ダンス

（FairyDance）」として知られているものである。1802年にスコ7トランドの二一

ル・ガウが作曲したものとされており，アイルランドでは特別なダンスとともに演奏

される曲であり（87），メドレーの1曲として演奏されることが多い〔88）。他の曲はそれぞ

れ有名なものである（89）。

　もう一つ，ナショナル・バーン・ダンス・オーケストラの「ザ・ヴァージニア・リ

ール」を聞いてみよう（901。これは，「ディクシー」の作者のダン・エメット（DanEm・

mett）が作った（歌詞のみというのが通説である）ミンストレル・ソングの「オール

ド・ダン・タッカー（01dDanTucker）」である。r多分，当時はいかなるメロディー

よりも多く歌われた」（91）曲であり，他にも「オールド・ジップ・クーン」などミンス

トレル・ソング由来の曲がヴァージニア・リールに使われているので，転用は珍しい

ことではない。さらに，『アメリカの伝承音楽』の「ヴァージニア・リール」である

が，これは同書の別の箇所にも掲載してある「レザー・ブリッチズ（Leather　Brit・

ches，綴りはLeatherBreechesとも）」と同じ曲である（92）。もとはスコットランド
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（またはスコティッシュ・アイリッシュ）の「ロード・マクドナルド（Lord　Mac・

Donald’sReel）」から由来する（93）もので，録音も多い〔941。以上のごとく，少なくとも

調べて確認することができた「ヴァージニア・リール」はいずれもオリジナルな曲で

はなく，他の曲から流用したものであることが判明した。

　この他にも，よく知られている「ミス・マクラウドのリール」（95）は，マクダーモッ

トの「ヴァージニア・リール・メドレー」やフォード楽団の「ヴァージニア・リール」

の中にも含まれているもので，これ自体が「ヴァージニア・リール」とも呼ばれたと

される（96）。別名である「ジョーおじさん，，悪魔に会ったことがあるかい」とか「ホッ

プ・ハイ・レイディーズ」などは歌としての題から由来しており，別の曲として扱わ

れることもある（97）。アイルランド系にも親しまれてきたので（98），アイルランドの曲と

みなされることもあるが，アイルランドでも「スコティッシュ・リール」という認識

はいまだにあるようだ（99）。出所はスコットランドの“Mrs．MacLeod［McLeodと

も］of　Raasay”とされており〔Loo），現在でもこの題名で演奏される（101）。なお，rホッ

プ・ハイ・レイディーズ」にはミンストレルの影響がある（102）と言われ，「ミス・マク

ラウドのリール」は実際にミンストレル・ソングの「オール・ダッド（OleDad）」の

前奏・後奏にも使われたし（103），ミンストレル・スタイルの演奏もある〔104〉。ただ，こ

の曲がrヴァージニア・リール」と呼ばれることが多いとは思えない。それはrミ

ス・マクラウド」がすでにかなり通りのよい名前として確立していたためかもしれな

いo

　なお，rアメリカにヴァージニア・リールVirginia　r．と呼ばれる民俗舞踊がある

が，これは古いイングランドの郷土舞踊〈Sir　Roger　de　Coverley＞と同じもので，ヴ

ァージニア地方ではその旋律は〈My　Amt　Margery〉として知られており，この踊り

がヴァージニア・リールである」（1㈲という記述があるが，これまで検討してきたこと

とかなりの矛盾点がある。ヴァージニア・リールには数多くの旋律が利用されてきた

ので，「その旋律」とは「ヴァージニア・リール」ではありえないし，「サー・・ジャ

ー」のことを指すのだとすると，その曲は植民地時代に使われなくなっていた。また

r知られて」いる旋律であるのなら，なぜこれまで参照した文献のいずれにも言及され

ていないのであろうか（106）。ウィリアム・チャペルは，未確認としながらも，ヴァージ

ニアではサー・ロジャーの踊りは「マイ・アーント・マージョリー」と呼ばれるとい

う報告を紹介しているが（lo7），それ’は旋律の名称ではない。rヴァージニア地方では」

ダンスそのものはサー・ロジャーないしはヴァージニア・リールとして有名であった

し，もしもあえてヴァージニア・リールという明白なダンスの名称を避けていたので
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あれぱ，これはシンギング・ゲームであった可能性がある（また，このタイトル自体

もシンギング・ゲーム的である）。もちろん，以上は推測である。

　最後に，シンギング・ゲームまたはプレイ・パーティーに使われたいくつかの曲を

見ておこう。ダンスやフィドルを嫌う共同社会で少なくとも表向きはプレイ・パーテ

ィーとして発展し，またシンギング・ゲームとしては子供たちが主な伝承者になって

きたという点で，大きな違いがある。「ジム・アロング・ジョージー」や「ホップ・ハ

イ・レディーズ」のように共通するレパートリーとなることもあるが，それでもフィ

ドルによる器楽曲ではなくて伴奏のない歌であり，伝承の場も異なっている。ニュー

エルがrアメリカの子供たちのゲームと歌』（108）で，歌詞や楽譜などの具体例を示さず

に紹介していたヴァージニア・リールとは，おそらくシンギング・ゲームであろう。

実際に，ヴァンス・ランドルフが同じrゲーム」と認めてニューエルの説明を引用し

ているのは，プレイ・パーティー・ソングの「ウィーヴィリー・ウィート（Weevily

Wheat）」の注記（109）においてである。ヴァージニア・リールに似ていることはあち

こちで指摘されているが（110），“Oh，Charlie　he7s　a　nne　young　man”などの歌詞を含

むものが多く，アラン・ローマックスは「スコットランドの“Over　the　Water　to

Charlie”のアメリカ版」（111）と言う。同様のゲームのrおお，ベリンダ（OBelinda）」

も，イギリス（グラスゴー版）ではリングのフォーメーションをとるものがあるが，

一般的にはヴァージニア・リールもどきのゲームである（H2）。「ボストンヘ行こう

（GoingtoBoston）」はジーン・リッチーによるダルシマー弾き語り（113）で知られてい

る歌であるが，もとはヴァージニア・リール風のプレイ・パーティーの歌である（114）。

また，シンギング・ゲームとなったのは必ずしもアメリカのみにおいてではなく，イ

ギリスの“A－Hunting　We　Will　Go”（曲は版によって違いがあるが，アメリカの

“The　Farmer　in　the　Dell”と同じ旋律のものもある）もサー・ロジャー・ド・カヴ

ァリーのようなフィギュアをとる（115）。これらはいずれもヴァージニア・リールとは

呼ばれておらず，それぞれにさまざまな異なった歌が伴っている。

5．結語

　これまで見てきたように，ダンスのヴァージニア・リールはイギリスのサー・ロジ

ャー・ド・カヴァリーから由来するもので，ヴァリエーションはあるものの，シンギ

ング・ゲーム（さまざまな名称）にもなっている。ダンスとしてはヴァージニア・リ

ールと呼ぶのが一般的である。曲は当初からいろいろなものが使われていたようで，
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固有の曲はなく，出所もあちこちからで，特定もできない。ヴァージニア・リールに

使われても，多くは別の本来の名称を維持しているが，中にはrヴァージニア・リー

ル」と呼ばれるようになったものもある。それゆえ同じく「ヴァージニア・リール」

であってもそれぞれが別の曲である。また，曲名としてのrヴァージニア・リール」

は少数派であり，レコードでもこのタイトルでの録音は少ない。

・
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16言語文化　VoL37
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　によく知られている，ということはある。
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8．D．K．Wilgus，、4n8Joマ4耀ガ伽Eo燃oηg　S6ho如航ゆS加61898（RutgersUniversity

　Press，1959〉，p．153．

9．Violet　Alford　and　Rodney　Gallop，丁舵丁解謝加認加πoθ（Methuen，1935），pp．
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　Beale，＆Chappe11，［1859］，pp。534－45）ではRogerdeCoverleyを見出しにしているQ

10．George　S．Emmerson，S60ぬη‘！丁隔o躍8・h旋7Co観砂1）朋‘6s（Johnson，1967），p．

　105．
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　eds．，Co観勿∂朋06Booh（The　Airs　and　Descriptions　of　Thirty　Country　Dances　from
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　Folk　Dance　Society，n．d．［nrst　published1929］）参照。ただし，これらの版にはダンス

　曲の“SirRogerdeCoverley”そのものは含まれていない。

12．7物ノV6躍αo泥Z万6ガonαησ〃襯04n4〃襯6加s（Macmillan，1980），s．v．
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　〃顔6雌4／孟sβz‘s加召ss，voL2（From1790to1909）（Oxford　University　Press，1988）；
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40．“Traditional　square　dances　include‘Bird　in　the　Cage，’‘The　Virginia　Reer（〔Sir

　R。gerdeC・verley’），‘TakeaLittlePeek，’‘S・1・m・nLevi・？and‘MarchingThr・ugh
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　　Sword　Dances；the　Mexican　and　New　Mexican　Quadrilles；the　clrcle　dances　and
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　（1968；rpt．Da　Capo，1994），p、23、

56．Charles　Lanman，伽ω一E6・Noo∫071～660名みげαTo％ガs∫（1850），reprinted　in　Roger
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　Malm］（Elektra　Nonesuch　Explore　Series972091－2，1997）［CDl，

60．Craig　Mishler，Thθαoo舵4S置o柳伽＝、4‘hのσs肋n瓦44」6〃％s∫oαη4Sg照γ6

　1）αη6碗g加ノVoガh6召s孟A彪s々ααn41Voπhωθs∫Cαnα磁（University　of　Illinois　Press，

　1993），pp．53，119，180．付随の曲の楽譜があり（p，195），曲名は“ALa　Bundry”または

　“De　La　Bundry”で，起源はフレンチ・カネイディアンのようでもある（p，180）。

61．これとは地域も違うし「ヴァージニア・リール」は含まれていないが，他のネイティ

　ヴ・アメリカンのフィドルのダンス曲（V．A．，PJ漉nsChゆρ6z槻／〃θ醜〃「％sあ〃o窺ル7一

　≠」2ルfo観’8勉，Smithsonian　Folkways　CD　SF40411，1992［CD］）を聞く限りでは，この

　ような印象を受ける。

62．　Linscott，P．115．

63．J．F．and　T．M．Flett，丁駕ゴ髭加αJ　D伽6診ng初S60磁η4（RKP，1964），p，90，John

　Doonan（whistle）（V．A．，飽伽ッ∫o〃664So”ッ渉o勲ガ＝ααεsガ61πsh　P伽66〃κs歪o，

　Globestyle　CDORBD　O92，1996［CD］）はジグ曲として演奏している。これに対してス

　コットランド版のJim　Johnstoneは“Military　Two　Step”の1曲としている（VA，

　S60惚η4」丁勉D伽6召”n4Z）8n‘6B醐ぬ，Lismor　LCOM9003，1987［CD］）。3拍子の

　曲となることもある（V．A，，A規6万偲ηBα勿o　T肋66F2ng67απ4S6耀認s　Sり7」θ，Smith・

　sonianFolkwaysCDSF40037，1990［CD］に所収のPeteKuykendallのバンジョー演

　奏）。ただし，リールとジグは相いれないものではなく，リールの中にはジグの様式に従

　って6／8拍子で演奏されるものもある（丁肋N6z〃（｝名o∂d）ガ‘6♂oη鍔げ、肋z6ガ6餓〃鰐」6，

　s．v．Reel）。

64．James　J．Fuld，丁勉Boo々げ昭oγ1諾勲卿o％s〃「％s記rα召ss融4Po卿彪7αn4FoJた，4th

　ed．（Dover，1995），pp．306，4891Bronner，OZ〆7￥”z6〃z‘s16ル勉舵欝，p，211．前者　（“Oft

　have　I＿”）は独立した曲ではなく，Thomas　Ravenscroft，P伽7π¢伽（1609；rpt。Da
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　Capo，1971）では“Hey　downe　downe”の後半部（p。30）にあたる。後者（“Dargason”）

　は，第2節で言及したダンスの曲で，Chappe11，Po卿Z砂〃％s∫oσ堵hεOJ46η丁枷6，vo1．

　1（pp．64－5）；Claude　Simpson，丑εβ魏露h　B名oαぬ∫46βαi奴！αn4漉〃祝s露（p．165）

　［“Skip　to　My　Lou”とも関係ありとされている］；Keller　and　Shimer，丁肋PZ召卿冠Bσ〃

　（p・23）参照・CDではThe　New　York　Renaissance　Band，Co観のC砂硲』〃雄6

　ルo溺／0h銘P♂α蜘74奪丁鹿Eη8・1ゑsh1）朋o加8・〃iαs孟67（Arabesque　Z6520，1984）およぴ

　The　Waverley　Consort，肋、4耀漉伽／0解卿’Boπn4伽’h6P〆oη競4加n4
　（Angel　CDC724355552228，1996）にも収録。なお，“The　Irish　Washerwoman”のB

　部分は“CountryCourtship”（Chappell，vol．2，pp、671－72）から由来するという説もあ

　る　（Bronner，p，211）。

65．Roger　Lax　and　Frederick　Smith，Th6G名8諺Soπg　Th65側耀s（Oxford　University

　Press，1984，s、v．Irish　Washerwoman，or，The　Scotch　Bagpipe　Melody）は“1792．m．

　traditionalIrishfolkdance”というが，この初出年は明らかにスコットランド版を指し

　ており，“lrish”に限定する根拠は不明。

66．バーンズ版は，James　Kinsley，ed，Th6Po6窺s朋4Songs41～oδ67‘Bκ規s，3vols．

　（Clarend・nPress，1968），n・．306（PP，532－3，1337）IJamesJ・hns。n，S酪〃畿認

　〃κs6観2，voL1（1853；rpt、Folklore　Associates，1962），no．272（p．281）；James　C，

　Dick，ThθSoηgs（ゾRoδ6πβ％規s（1903；rpt．Folklore　Associates，1962），no．287（pp，

　271，466）l　George　Alexander，ed．，〃勧6酌Co〃66’ガoηげG6肱碗θS60‘’該sh〃8Joグガ6s

　（Robert　Maver，n。d，），pp，131－321William　Cole，ed，，Fo焼So郷げEηgJα嘱加」8畷

　S60磁π4＆肱」εs（CharlesHansen，1961，1969），pp．150－51．他にJosephRitson版

　（Norman　Buchan，ed．，101S60読sh　Soη8s，Collins，1962，p．126），ヨーゼフ。ハイドン

　の編曲（Mhaira　Lawson／Olga　Tverskaya，肋4η’Eη8麓hθη4S60∫漉hSoηgε，Opus

　1110PS10－008，1998［CD］に収録）もあり，“Highland　Laddie　songs”の一つとされ

　ている（WilliamDonaldson，勉θ力‘06舵Soηg』勘」露加J　z吻’h劒4物’∫碗α」五ぬ窺め，

　Aberdeen　University　Press，1988，p。78）。またPeter　van　der　Merwe，0短即nsげ♂hθ

　P・φ吻7Sむ」θrTh8・4蹴召4薦ヅ伽漉！h－Cθ珈ηP・の吻7〃繍（Clarend。n
　Press，1989，p．236）l　Marie　McLaughlin（soprano），Son8εφSooオ伽4（Hyperion

　CDA67106，1999）［CD］参照。なお，旋律は版によって違いがある。アイリッシュおよび

　アイリッシュ・アメリカンの歌集である丁肋L狛矯ηげ1漉h〃嬉6（AMSCO，1998，p．

　235）にも収録されているが，これは起源を示すものではなくアイリッシュ系の間でも好

　まれるという意味であろう。

67，James　Hunter，丁加Fガ詔♂θ〃％sズoげS60磁n4（The　Hardie　Press，1988），no．313．

68，詳しくは，Fuld300々げ恥7」諾翫吻o薦κκsげ6，pp．659－60；OscarGeorgeTheodore

S・nneck，肋・π・η‘‘Th6S孟α7一珈ng翅伽矧”‘撫」C・」襯伽，”‘肋¢惚，”姻

　“｝をzη舵61）oo4」β”（1909；rpt　Dover，1972），pp。79－156；Iona　and　Peter　Opie，eds．，Th8

0吻ゴ億i・n鍔σ亙嬬のRh夕耀s，2nded。（Oxf・rdUniversityPress，1997），PP．

　528－32参照。日本ではrアルプスー万尺」の旋律として知られている。

69．Sidney　Howard，（拍％θ漉孟h　Jh6曜η‘！』2物θ〃κε加’θ4S6泥召砂」砂（Lorrimer　Pub、

　1ishing，［P1979］），p，114。“Dixie”（もとの題名は“Dixie’s　Land”）については，Fuld，

　βoo彦げ肺ガ4一勘卿o欝〃欝ズ6，pp．196－99；Hans　Nathan，Z）伽E窺”zθ髭αn4∫hθ1～ガsε
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　げ伽吻ノ〉βg名o〃彪s舵Zεy（University　of　Oklahoma　Press，1962，1977），pp，243－75；

　Richard　Jackson，ed．，Poρ堀αγSon8s‘ゾノV碗ε孟召θ，z渉h・Cθ％ご％η2／1駕6ガ6α　（Dover，1976），

　pp，61－4，268参照。

70．Sidney　Howard，Ooη6ω露h∫h6備吻4f　T1昭S676θ勿如y（Delta，1989），p，66．

フ1．Go箆θω∫’h∫hθ　1私1％4r　O擁gゴ，zα♂〃砿拓ηP∫o’％紹　So観z漉瓶6々（Tumer／Rhino　R2

　72269，1996）［CD］．“Garry　Owen”［“Garryowen”とも］はカスター将軍の第7騎兵隊

　が採用してから知られるようになったとも言われる曲で，これについては，配sh　T観6s

伽Pゑα％o（Ossian，1991），p．80；Th6L♂伽ηげ1ガshハ4襯6，p．2041LewisWinstock，

　Soηgs＆〃「粥記6ゾ孟h6ノ～6460‘zお1642－1902　（Leo　Cooper，1970），pp、103－4；Frederick

　Femell／Eastman　Wind　Ensemble，Th6α躍陥7ゴ孟s〃z航α兜41おSo襯4s
　（Mercury432591－2，1999）［CD］l　William　HA　Williams，’Tω偽0ψ伽傭h一

　㎜η・s伽佛rT肋伽9砂〃6伽4副伽1漉厄凪耀伽ηP・ρ吻γS・銘gL鑛s・
　1800一ヱ920（University　of　lllinois　Press，1996），p，21参照。

72．AP擁。n鍔σ且耀吻η勘g」fsh（University・fChicag・Press，1938－44）；A
　∠万6渉∫oηαり7げ14窺εガ6α％ガ5”zs（University　of　Chicago　Press，1956）、

73．1。na＆PeterOpie，Th召S卿η8σ備（Oxf・rdUniversityPress，1985），PP・317－19・

74．注（53）参照。

75．たとえば，Doc　Watson＆Clarence　Ashley，Th60万g伽J　Fo伽αys1ヒ660毎∫n8s＝

　1960－1962（Smithsonian　FolkwaysCD　SF40029／30，1994）l　Bill　Monroe＆His　Blue

　Grass　Boys，Blπ喀搬ss1959－1969（Bear　Family　BCD15529）l　Th8S側08窺伽翫o♂h薦

　oη卿C｝のB万s≠」ε（Copper　Creek　CCCD－0124，1994）；Fiddlin’Red　Herron（VAり丁肋

　協07」薦（｝泥磁s‘Co襯めF躍4」薦，CMH　CD－5904）［以上CD］など。また，映画『脱

　出（1）6」∫∂θ勉解θ）』（1972）で挿入曲の一つとして使用された（‘Z）％6〃Jng　B4nグoε”かo吻

　♂hε0惚磁Z　So観4惚6セPELlyE1～∠41〉CE，as　performed　by　Eric　Weissberg＆Steve

　Mandell，Wamer　Bros．2683－2［CD］）。

76．“Preface”t。W顧物Rεぬ丁昭ηs6励θ4〃G吻7め1・s砂h膨砒h（Center－

　stream，1999），P，4．

77．George　P．Knauff，碗碧痂彪1～6θZs（1839）の原書は参照できなかったが，曲はすぺて

　注（76）の佐堰∫痂αR66Zs［付属CDあり］に再録されている。

78．‘‘Money　Musk’yという名のダンスもあり，ニュー・イングランドとニューヨーク州で

　は最も人気のあるカントリー・ダンスの一つであった。曲は，1776年にスコットランド

　のDaniel　Dowが伝承曲を手本にして作った‘‘Sir　Archibald　Grant　of　Moniemuske’s

　Ree1”なる作品から由来する，とも言われている（Bronner，0履丁∫耀〃z虚6κ盈6鵜

　pp，209－10）。ダンスの説明はLinscott（pp，97－98）参照。イギリス諸島とニュー・イン

　グランドでは今でも演奏されるが，南アパラチアでは「ごくまれ」な曲である（Krassen，

　。4伽耽h加F耀！6，P、71）。

79．未見ではあるが，Christopher　J．Goertzenの研究（‘“Bmy　in　the　Low　Ground’：

　History　of　an　American　Instrumental　Folk　Tune，”PhD，diss，University　of　Illinois　at

　Urbana－Champaign，1983）によると，この曲の先祖は18世紀のアイルランドとスコッ

　トランドにあって，イギリス諸島のフィドラーたちを経由してアメリカに持ち込まれた
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　（James　Porter，Th召丁鵤4痂o綴」〃πs記φB短勧麗α舷〃吻η4r・41～召s6απhαn4

　1吻7規αあo％0観4β，Garland，1989，p．17！）。

80，この“Buffalo　Gals”の旋律はドイツ系という説があり，Cool　White（本名John

　Hodges）が1840年代にr書いた」とされるミンストレル・ソングの“Lubly　Fan”『とし

　ても知られる（Bronner，p・2161Spaeth，甜s’oηげP砂吻プ〃祝s’6∫n14別εガ昭，pp．100

　－101；Damon，S6吻sげα4∠4窺幽6伽Soηgs，no．39；Randolph，0～α沈Fo♂々soη8s，voL

　3，pp，332－34；Eugenia　Garson，ed．，Th召Lαπ昭1ηgとz傭晩IJ487So，z8・ゐoo々，Harper＆

　Row，1968，pp．58－59）。

81、“Natchez　under　the　Hl11”としてのほうが一般的な題名で，“Turkey　in　the　Straw”

　（「オクラホマ・ミキサー」の旋律）およぴその前身の“（Old）Zip　Coon”と関連がある

　とされており，これらの原曲の“RoseTree”の旋律は，トマス・ムーアの『アイリッシ

　ュ・メロディーズ』（1808－34）の“rd　Moume　the　Hopes　That　Leave　Me”（Francis

　Robinson，ed．，∠4S6」θ6”oηげ1溶hルf6Jo4づ6s，with　Symphonies　and　Arrangements　by

　SirJohnStevenson，Mus，Doc。，andCharacteristicWordsbyThomasMoore，Esq．，vol、

　2，Dublin：RobinsonandRusseH，n．d，［18PP］，pp．81－86），およびべ一トーヴェンの『12

　曲のアイルランド歌謡集』の中の“He　Promised　Me　at　Parting”（1812－13，Lyrics：

　William　Smyth　l　Air：Killeavy）（Felicity　Lott（soprano）＆John　Mark　Ainsley

　（tenor）で五麗4躍碧　∂απβε6’ho泥η’％」たsJガ64B即γ加ぎ顔ηg召η（Complete　Beethoven

　Edition，vol．17），Deutsche　Grammophon453786－2，1997［CD］に，Elaine　Woods

　（soprano）＆JosefProtschka（tenor）でL班4ω碧昭nBεθ∫ho∂6η’So銘gs〃o窺‘h6

　B万漉h冠8s，Sony　SK64301，1995［CD］に収録），最近ではSteeleye　Span，“False

　Knight　on　the　Road”（P16αs6ごo　S6召’h6κ勉g，Shanachie79075，1990［CD］；Lあθ諺

　Lαs〃，BGOCD342，1997［CD］）にも使用されている。これらの曲の詳しい系譜について

　はPaul　F．Wells　and　Anne　Dhu　McLucas，“Musical　Theater　as　a　Link　between　Folk

　and　Popular　Traditions，”in岡s如s‘ゾ刃〃昭万6αη〃祝s’‘r　Essのノsσn4Co窺ρos漉on51n

　∬oηo■げ財〃め形κ．κεα脱s，ed．by　Susan　L．Porter　and　John　Graziano（Harmonie

　Park　Press，1999，pp．99－123）を参照。“Old　Zip　Coon”のほうも“as　an　accompani－

　ment　to　Virginia　reels，jigs，and　square　dances”として広まった（Ruth　and　Norman

　Lloyd，eds，，7Ih6∠4規εガ偲πμθ漉α86Soη8δoo々，AmericanHeritage，1969，p，80）と言わ

　れている。

82，Henry　Ford7s　Old　Time　Dance　Orchestra（Calls　by　Benjamin　Lovett），“Virginia

　Reel（Virginia　Reel～Miss　McLeod～Tom　Brown’s　Body）”（Victor35771－A）［SP］．

　なお，このヘンリー・フォードとは自動車王のことであり，オールド・タイム・ダンス音

　楽の復興にも尽力した。フォード自身はフィドルをたしなんだようであるがあまり上手

　ではなく（Richard　Blaustein，“The　Oldtime　Fiddlers　Association　Movement：A

　Grassroots　Folk　Festiva1，”So躍h6”z　Fo泥07召，vo1．51，no．3，1994，p．203），「01d　King

　Coleのように，お抱え楽士たちを雇って」（Keith　Sward，Th¢L咽6π4げ1北ηηFo74，

　Rinehart，1948，p．259），名前はオーケストラであっても実際は小さなストリング・バン

　ドを自ら組織し，そのパト・ンとなった。この中でコールを担当しているベンジャミ

　ン・ラヴェットはフォードがマサチューセッツ州からディアボーンに呼び寄せたダンス

教師である（Sward，p．259；Reynold　M．Wik，飽η抄Fo74朋4σ郷一名o傭、4耀吻4，
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　University　of　Michigan　Press，1972，1973，p，223）。

83．Bronner，pp．132，2241Williams，丁躍砺0吻朋1万sh耀漉P76α窺，pp．73－4；Thε

　Lめ名α勿y　げ1腐h〃z偲∫6，p．194．

84．r学校フォークダンス指導のてびき』（p．93）に楽譜がある。

85．V．A、，Choos8y伽7勲7渉ηθ7sノ［CDlに収録。ダンスのPortland　Fancyについては

　Linscott（pp．IO8－109）に記述があるが，そこでの付属曲は“Larry　O’Ga仔”ではなくダ

　ンスと同名の“PortlandFancy”なる別の曲である。

86，John　A．McDermott，“Virginia　Reel　Medley（Miss　McLeod’s　Ree1～Tramp，Tramp，

　Tramp，the　Boys　Are　Marching～Virginia　Reel～The　Girl　I　Left　Behind　Me）”

　（Brunswick20050）［SP］，マクダーモットについてはBronner（pp。19－29）に詳しく書

　かれており，このメドレー曲（1926年録音）はすべて採譜（主旋律のみ）がしてある。し

　かし，レコード番号は同じであるが，なぜか収録曲名は“Miss　McLeod’s　Ree1～Jesus

　Loves　the　Children～McDermott’s　Shu田e～The　Girl　I　Left　Behind　Me”と記載され

　て，この佐々木氏所蔵盤のレーベル（送っていただいた写真で確認した）と相違してい

　る。また著者は“McDermott’s　Shume”が“Fairy　Ree1”であることを述べていない。

87．Breandan　Breathnach　Eo院〃梶sあ＆P8η66s‘ゾ178旋zn4（Talbot，1971），p．63；

　Gear6id6hAllmhurain，、4Poo舵∫κ癖oηげ配sh　Tη魏ガo照」〃％sガ6（0’Brien，1998），

　p．58．楽譜はHunter，7h6瓦44」6〃％sガ6ゲS‘o〃α％4（no。219［“Largo’s　Fairy

　Dance”］）l　ThθL必形η7‘ゾ1πshル毎s記（p，221）l　Ford，丁瓶4魏onσ♂〃％s記げ、4卿εガ6α

　（p．71）にある。

88．Harold　Veo，“Medley　of　Irish　Reels，No．6”（『アメリカン・ミュージックの原点』，

　オーディブックAB71，1994）；Ian　Holmes，“Eightsome　Reel”（V。A．，S60惚ηゴr　T勉

　1）朋66sαn4∠）α％6θBαn4s，Lismore9003）；Natalie　MacMaster，“Space　Ceilidh”（1n

　物　施π4s，Romder11661－7025－2，1999）［以上CD］l　Joseph　Samuels，“Miss

　McCloud’s　Reel　Medley”（Okeh4722）［SP］．

89．“Tramp，Tramp，Tramp”およぴ“The　Girl　I　Left　Behind　Me”については，Fuld，

　．80罐げ協oγ」4－E㈱oκs盟％sガ6，pp．588，242－44参照。

90．National　Bam　Dance　Orchestra，“The　Virginia　Reel”（Bluebird5213）［SP］。

91．Nathan，∠）oηE形”z4∫αn4♂h召ノ～お6‘ゾEα74yN昭”ルf∫7zs渉76餐y，p，179，n．17，オリジ

　ナルのシート・ミュージック（別々の版）の復刻がDamon，Sε舵s厚0’4z4〃z顔昭η

　Soη8s（no．37）およぴRichard　Jackson，Poヵ祝彪7Soπgs‘ゾ1V∫7zθ陀θ冗’h－C6窺鋤ワ∠4甥6ガ6α
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